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議

し

、

議

決

権

者

合

計
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協
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表
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さ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

賛

成

多

数

に

よ

り

議

案

は

原

案

通

り

可

決

さ

れ

、

（

案

）

は

削

除

さ

れ

た

。

臨臨臨臨

時時時時

理理理理

事事事事

会会会会

総

会

に

引

続

き

臨

時

理

事

会

が

開

催

さ

れ

、

理

事

長

が

議

長

に

選

出

さ

れ

、

総

会

で

承

認

さ

れ

た

副

会

長

・

理

事

長

・

常

任

理

事

の

役

員

人

事

（

案

）

が

審

議

さ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

13

年

間

に

及

ぶ

長

期

に

渡

り

東

京

都

防

衛

協

会

会

長

と

し

て

役

割

を

果

た

さ

れ

て

来

た

三

菱

重

工

業

（

株

）

名

誉

顧

問

の

佃

和

夫

氏

が

退

任

さ

れ

、

同

じ

く

三

菱

重

工

業

（

株

）

相

談

役

の

大

宮

英

明

氏

が

新

任

さ

れ

る

等

の

役

員

人

事

（

案

）

が

賛

成

多

数

に

よ

り

原

案

通

り

可

決

さ

れ

（

案

）

は

削

除

さ

れ

た

。

表表表表

彰彰彰彰

式式式式

今

年

度

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

２

名

の

特

別

会

員

が

感

謝

状

、

18

名

の

正

会

員

が

表

彰

状

を

受

賞

さ

れ

た

。

総

会

後

の

授

賞

式

で

は

、

佃

会

長

か

ら

一

人

ひ

と

り

に

賞

状

が

授

与

さ

れ

た

。

授

賞

式

の

終

了

後

に

は

佃

会

長

を

中

心

に

記

念

撮

影

が

行

な

わ

れ

た

。

防防防防

衛衛衛衛

講講講講

演演演演

会会会会

総

会

、

臨

時

理

事

会

及

び

表

彰

式

に

続

き

、

防

衛

講

演

会

が

元

陸

上

幕

僚

長

の

岩

田

清

文

講

師

に

よ

り

「

国

際

環

境

の

変

化

と

我

が

国

の

防

衛

」

を

演

題

に

、

そ

し

て

「

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

学

び

、

台

湾

・

日

本

有

事

に

備

え

る

」

を

副

題

と

し

て

行

わ

れ

た

。

①

台

湾

有

事

は

ど

の

よ

う

な

日

本

有

事

に

な

る

の

か

（

中

台

紛

争

生

起

の

可

能

性

、

台

湾

有

事

は

日

本

有

事

）

、

②

今

後

日

本

が

強

化

す

べ

き

方

向

（

反

撃

能

力

、

即

応

力

、

抗

堪

力

、

宇

宙

・

サ

イ

バ

ー

・

情

報

戦

能

力

、

国

民

保

護

体

制

の

強

化

、

法

人

保

護

）

に

関

す

る

内

容

に

つ

い

て

１

時

間

以

上

に

渡

る

講

演

に

１

０

０

名

に

も

及

ぶ

聴

衆

か

ら

は

感

嘆

の

声

と

惜

し

み

な

い

拍

手

が

送

ら

れ

た

。

懇懇懇懇

親親親親

会会会会

総

会

、

臨

時

理

事

会

、

表

彰

式

及

び

防

衛

講

演

会

に

引

続

き

４

年

振

り

と

な

る

懇

親

会

が

実

施

さ

れ

た

。

懇

親

会

に

は

第

１

師

団

長

を

始

め

都

内

在

住

の

部

隊

長

、

基

地

・

駐

屯

地

司

令

の

陸

海

空

の

現

職

の

自

衛

官

、

東

京

地

本

協

力

10

団

体

の

会

長

等

の

皆

様

の

ご

臨

席

を

賜

り

、

１

３

０

名

に

も

及

ぶ

会

に

な

っ

た

。

懇

親

会

の

中

半

に

は

、

佃

会

長

が

会

長

と

し

て

の

13

年

間

を

振

り

返

り

、

思

い

を

話

さ

れ

る

と

共

に

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

理

事

か

ら

花

束

を

、

事

務

局

員

か

ら

記

念

品

が

贈

呈

さ

れ

た

。

そ

し

て

後

任

と

な

る

新

任

の

大

宮

英

明

氏

が

紹

介

さ

れ

、

着

任

に

当

た

っ

て

の

お

言

葉

を

述

べ

ら

れ

た

。

（

東

京

都

防

衛

協

会

）

第

58

回

定

期

総

会

「

集

合

し

て

行

う

会

議

」

に

よ

り

議

決

ー

全

て

の

イ

ベ

ン

ト

の

開

催

４

年

振

り

多

く

の

会

員

で

賑

わ

う

ー

第

58

回

定

期

総

会

「

集

合

し

て

行

う

会

議

」

に

よ

り

議

決

ー

全

て

の

イ

ベ

ン

ト

の

開

催

４

年

振

り

多

く

の

会

員

で

賑

わ

う

ー

東

京

都

防

衛

協

会

（

会

長

佃

和

夫

）

は

４

月

27

日

午

後

、

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

お

い

て

第

58

回

定

期

総

会

、

臨

時

理

事

会

及

び

表

彰

式

並

び

に

防

衛

講

演

会

を

「

集

合

し

て

の

会

議

」

形

式

で

開

催

し

、

更

に

４

年

振

り

と

な

る

懇

親

会

も

行

っ

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

（

会

長

佃

和

夫

）

は

４

月

27

日

午

後

、

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

お

い

て

第

58

回

定

期

総

会

、

臨

時

理

事

会

及

び

表

彰

式

並

び

に

防

衛

講

演

会

を

「

集

合

し

て

の

会

議

」

形

式

で

開

催

し

、

更

に

４

年

振

り

と

な

る

懇

親

会

も

行

っ

た

。東京都防衛協会

第５８回定期総会

東京都防衛協会

第５８回定期総会

感謝状・表彰状受賞者

佃 会長を囲んで写真撮影

感謝状・表彰状受賞者

佃 会長を囲んで写真撮影

１００名にも及ぶ会員を前に

熱い思いで講演する岩田元陸幕長

１００名にも及ぶ会員を前に

熱い思いで講演する岩田元陸幕長

令

和

５

年

度

の

感

謝

状

・

表

彰

状

受

賞

は

左

記

20

名

の

方

々

。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

感感感感

謝謝謝謝

状状状状

受受受受

賞賞賞賞

者者者者

出

口

正

子

様

（

伊

勢

志

摩

司

真

珠

司

倶

楽

部

）

吉

田

佳

子

様

（

防

衛

ホ

ー

ム

新

聞

社

）

表表表表

彰彰彰彰

状状状状

受受受受

賞賞賞賞

者者者者

（

23

区

、

北

南

西

多

摩

順

に

掲

載

）

二

上

映

子

様

（

新

宿

区

）

小

野

瀬

康

裕

様

（

目

黒

区

）

目

黒

清

様

（

昭

島

市

）

指

田

宗

男

様

（

昭

島

市

）

北

島

康

雄

様

（

国

立

市

）

小

川

誠

様

（

小

平

市

）

都

築

完

様

（

狛

江

市

）

中

島

寛

様

（

立

川

市

）

榎

本

信

雄

様

（

立

川

市

）

保

谷

浩

太

郎

様

（

西

東

京

市

）

内

山

加

寿

子

様

（

西

東

京

市

）

佐

藤

嘉

正

様（

東

久

留

米

市

）

浜

中

賢

司

様

（

八

王

子

市

）

有

竹

晴

彦

様

（

日

野

市

）

小

磯

光

二

郎

様

（

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

）

黒

山

宗

良

様

（

あ

き

る

野

市

五

日

市

）

栃

元

誠

様

（

奥

多

摩

町

）

斉

藤

二

三

様

（

福

生

市

）

令

和

５

年

度

の

感

謝

状

・

表

彰

状

受

賞

は

左

記

20

名

の

方

々

。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

感感感感

謝謝謝謝

状状状状

受受受受

賞賞賞賞

者者者者

出

口

正

子

様

（

伊

勢

志

摩

司

真

珠

司

倶

楽

部

）

吉

田

佳

子

様

（

防

衛

ホ

ー

ム

新

聞

社

）

表表表表

彰彰彰彰

状状状状

受受受受

賞賞賞賞

者者者者

（

23

区

、

北

南

西

多

摩

順

に

掲

載

）

二

上

映

子

様

（

新

宿

区

）

小

野

瀬

康

裕

様

（

目

黒

区

）

目

黒

清

様

（

昭

島

市

）

指

田

宗

男

様

（

昭

島

市

）

北

島

康

雄

様

（

国

立

市

）

小

川

誠

様

（

小

平

市

）

都

築

完

様

（

狛

江

市

）

中

島

寛

様

（

立

川

市

）

榎

本

信

雄

様

（

立

川

市

）

保

谷

浩

太

郎

様

（

西

東

京

市

）

内

山

加

寿

子

様

（

西

東

京

市

）

佐

藤

嘉

正

様（

東

久

留

米

市

）

浜

中

賢

司

様

（

八

王

子

市

）

有

竹

晴

彦

様

（

日

野

市

）

小

磯

光

二

郎

様

（

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

）

黒

山

宗

良

様

（

あ

き

る

野

市

五

日

市

）

栃

元

誠

様

（

奥

多

摩

町

）

斉

藤

二

三

様

（

福

生

市

）

感感感感

謝謝謝謝

状状状状

・・・・

表表表表

彰彰彰彰

状状状状

受受受受

賞賞賞賞

おおおお

めめめめ

でででで

とととと

うううう

ごごごご

ざざざざ

いいいい

まままま

すすすす

感感感感

謝謝謝謝

状状状状

・・・・

表表表表

彰彰彰彰

状状状状

受受受受

賞賞賞賞

おおおお

めめめめ

でででで

とととと

うううう

ごごごご

ざざざざ

いいいい

まままま

すすすす

はははは

じじじじ

めめめめ

にににに

海

上

自

衛

隊

出

身

の

山

﨑

敦

（

元

海

将

補

）

が

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

会

社

と

し

て

創

業

以

来

20

年

以

上

が

経

ち

ま

す

。

山

﨑

は

、

現

役

時

代

３

名

の

部

下

を

自

殺

で

失

う

と

い

う

悲

し

い

経

験

か

ら

、

「

人

を

助

け

た

い

」

、

「

自

殺

者

を

な

く

し

た

い

」

と

い

う

想

い

を

胸

に

、

こ

の

会

社

の

創

業

に

踏

み

切

り

ま

し

た

。

私

は

、

そ

の

想

い

を

受

け

継

ぎ

「

は

た

ら

く

に

寄

り

そ

う

」

を

社

是

と

し

て

経

営

に

携

わ

っ

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

ま

で

、

公

共

機

関

や

企

業

で

働

く

方

々

か

ら

の

相

談

窓

口

と

し

て

、

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

や

各

種

研

修

等

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

ま

た

、

防

衛

省

様

、

経

済

産

業

省

様

、

地

方

自

治

体

様

等

か

ら

の

委

託

を

受

け

、

公

務

員

や

一

般

市

民

の

方

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

対

策

に

も

貢

献

し

て

お

り

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

会

員

様

及

び

自

衛

隊

の

部

隊

・

機

関

の

関

係

者

の

皆

様

に

、

最

近

の

企

業

従

業

員

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

事

情

な

ど

を

ご

紹

介

し

、

企

業

及

び

自

衛

隊

の

部

隊

に

お

け

る

職

場

改

善

活

動

の

一

助

に

し

て

頂

け

れ

ば

幸

甚

に

存

じ

ま

す

。

メメメメ

ンンンン

タタタタ

ルルルル

ヘヘヘヘ

ルルルル

スススス

対対対対

策策策策

なななな

ぜぜぜぜ

必必必必

要要要要

かかかか

現

代

は

、

多

様

性

の

時

代

で

す

。

企

業

主

と

し

て

は

、

多

様

な

能

力

・

価

値

観

を

持

っ

た

個

人

を

ど

の

よ

う

に

組

織

的

に

ま

と

め

、

経

営

目

標

を

達

成

し

て

い

く

か

が

課

題

で

す

。

か

つ

て

我

が

国

は

、

社

長

の

命

令

一

下

、

一

丸

と

な

っ

て

チ

ー

ム

で

働

く

事

が

美

徳

と

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

そ

れ

は

も

う

過

去

の

も

の

と

な

り

つ

つ

あ

り

ま

す

。

ご

承

知

の

よ

う

に

現

代

は

、D

X

（

デ

ジ

タ

ル

化

）

に

よ

る

生

産

性

向

上

が

企

業

成

長

の

カ

ギ

に

な

っ

て

い

ま

す

。

社

員

の

高

齢

化

も

進

み

、

年

齢

幅

は

団

塊

の

世

代

か

らZ

世

代

（

一

般

に

１

９

９

６

年

～

２

０

１

２

年

に

生

ま

れ

た

方

）

ま

で

幅

広

く

、

働

き

方

も

多

様

な

雇

用

形

態

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

中

に

あ

っ

て

、

職

場

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

図

る

こ

と

は

難

し

く

、

昨

今

の

コ

ロ

ナ

禍

は

こ

れ

に

拍

車

を

か

け

て

い

ま

す

。

そ

の

他

に

も

企

業

は

、

個

人

の

要

求

と

企

業

の

要

求

と

の

ミ

ス

マ

ッ

チ

、

人

間

関

係

か

ら

生

じ

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

、

そ

し

て

Ｄ

Ｘ

の

急

進

な

ど

に

伴

う

メ

ン

タ

ル

不

調

者

の

存

在

な

ど

に

悩

ま

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

解

決

の

た

め

に

政

府

と

し

て

も

、

ス

ト

レ

ス

チ

ェ

ッ

ク

、

健

康

経

営

、

パ

ワ

ハ

ラ

防

止

法

の

施

行

な

ど

数

々

の

施

策

を

打

ち

出

し

、

働

き

方

改

革

の

刷

新

を

図

っ

て

い

ま

す

。こ

れ

ら

の

施

策

に

沿

っ

た

職

場

環

境

改

善

に

取

り

組

む

こ

と

は

、

従

業

員

の

ワ

ー

ク

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

（

働

き

が

い

や

充

実

感

）

の

向

上

や

職

場

定

着

率

の

向

上

の

み

な

ら

ず

、

人

材

獲

得

上

の

必

須

事

項

に

な

っ

て

い

ま

す

。

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

とととと

一一一一

般般般般

社社社社

会会会会

にににに

共共共共

通通通通

すすすす

るるるる

もももも

のののの

自

衛

隊

は

、

有

事

に

お

い

て

身

を

投

じ

る

こ

と

を

求

め

ら

れ

る

た

め

、

高

い

規

律

心

と

強

い

ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

に

よ

る

強

制

力

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

こ

と

が

時

と

し

て

パ

ワ

ハ

ラ

な

ど

に

繋

が

り

か

ね

な

い

危

険

性

も

は

ら

ん

で

い

ま

す

。

一

方

、

社

会

的

風

潮

は

個

人

の

多

様

性

が

尊

重

さ

れ

、

個

人

の

要

求

が

強

く

な

っ

て

き

て

い

る

こ

と

も

あ

り

、

自

衛

隊

内

の

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

案

件

が

表

面

化

し

て

い

る

よ

う

に

も

感

じ

ま

す

。

ま

た

、

自

衛

官

は

使

命

感

、

責

任

感

が

強

い

が

故

に

、

自

殺

率

が

高

い

と

も

伺

っ

て

い

ま

す

。

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

感

じ

ま

す

こ

と

は

、

個

人

の

不

安

や

悩

み

も

現

代

の

多

様

性

を

象

徴

す

る

か

の

よ

う

に

様

々

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

時

代

に

お

い

て

も

、

企

業

は

組

織

と

し

て

の

業

績

の

向

上

を

、

自

衛

隊

は

組

織

の

強

さ

を

保

つ

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

ど

ち

ら

も

、

組

織

と

し

て

個

人

の

要

求

を

認

識

し

考

慮

す

る

ば

か

り

で

は

な

く

、

個

人

の

不

安

や

悩

み

を

当

事

者

自

身

が

主

体

的

に

解

決

出

来

る

よ

う

に

支

援

す

る

こ

と

が

共

通

的

に

必

要

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。こ

の

時

代

、

個

人

の

多

様

性

を

尊

重

し

つ

つ

、

如

何

に

組

織

と

し

て

業

績

を

向

上

す

る

か

、

と

い

う

極

め

て

難

し

い

課

題

を

解

決

し

て

い

く

こ

と

が

、

日

本

社

会

全

体

に

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

時

代

性

を

強

く

感

じ

な

が

ら

、

働

く

人

を

応

援

し

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

はははは

じじじじ

めめめめ

にににに

海

上

自

衛

隊

出

身

の

山

﨑

敦

（

元

海

将

補

）

が

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

会

社

と

し

て

創

業

以

来

20

年

以

上

が

経

ち

ま

す

。

山

﨑

は

、

現

役

時

代

３

名

の

部

下

を

自

殺

で

失

う

と

い

う

悲

し

い

経

験

か

ら

、

「

人

を

助

け

た

い

」

、

「

自

殺

者

を

な

く

し

た

い

」

と

い

う

想

い

を

胸

に

、

こ

の

会

社

の

創

業

に

踏

み

切

り

ま

し

た

。

私

は

、

そ

の

想

い

を

受

け

継

ぎ

「

は

た

ら

く

に

寄

り

そ

う

」

を

社

是

と

し

て

経

営

に

携

わ

っ

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

ま

で

、

公

共

機

関

や

企

業

で

働

く

方

々

か

ら

の

相

談

窓

口

と

し

て

、

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

や

各

種

研

修

等

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

ま

た

、

防

衛

省

様

、

経

済

産

業

省

様

、

地

方

自

治

体

様

等

か

ら

の

委

託

を

受

け

、

公

務

員

や

一

般

市

民

の

方

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

対

策

に

も

貢

献

し

て

お

り

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

の

会

員

様

及

び

自

衛

隊

の

部

隊

・

機

関

の

関

係

者

の

皆

様

に

、

最

近

の

企

業

従

業

員

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

事

情

な

ど

を

ご

紹

介

し

、

企

業

及

び

自

衛

隊

の

部

隊

に

お

け

る

職

場

改

善

活

動

の

一

助

に

し

て

頂

け

れ

ば

幸

甚

に

存

じ

ま

す

。

メメメメ

ンンンン

タタタタ

ルルルル

ヘヘヘヘ

ルルルル

スススス

対対対対

策策策策

なななな

ぜぜぜぜ

必必必必

要要要要

かかかか

現

代

は

、

多

様

性

の

時

代

で

す

。

企

業

主

と

し

て

は

、

多

様

な

能

力

・

価

値

観

を

持

っ

た

個

人

を

ど

の

よ

う

に

組

織

的

に

ま

と

め

、

経

営

目

標

を

達

成

し

て

い

く

か

が

課

題

で

す

。

か

つ

て

我

が

国

は

、

社

長

の

命

令

一

下

、

一

丸

と

な

っ

て

チ

ー

ム

で

働

く

事

が

美

徳

と

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

そ

れ

は

も

う

過

去

の

も

の

と

な

り

つ

つ

あ

り

ま

す

。

ご

承

知

の

よ

う

に

現

代

は

、D

X

（

デ

ジ

タ

ル

化

）

に

よ

る

生

産

性

向

上

が

企

業

成

長

の

カ

ギ

に

な

っ

て

い

ま

す

。

社

員

の

高

齢

化

も

進

み

、

年

齢

幅

は

団

塊

の

世

代

か

らZ

世

代

（

一

般

に

１

９

９

６

年

～

２

０

１

２

年

に

生

ま

れ

た

方

）

ま

で

幅

広

く

、

働

き

方

も

多

様

な

雇

用

形

態

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

中

に

あ

っ

て

、

職

場

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

図

る

こ

と

は

難

し

く

、

昨

今

の

コ

ロ

ナ

禍

は

こ

れ

に

拍

車

を

か

け

て

い

ま

す

。

そ

の

他

に

も

企

業

は

、

個

人

の

要

求

と

企

業

の

要

求

と

の

ミ

ス

マ

ッ

チ

、

人

間

関

係

か

ら

生

じ

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

、

そ

し

て

Ｄ

Ｘ

の

急

進

な

ど

に

伴

う

メ

ン

タ

ル

不

調

者

の

存

在

な

ど

に

悩

ま

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

解

決

の

た

め

に

政

府

と

し

て

も

、

ス

ト

レ

ス

チ

ェ

ッ

ク

、

健

康

経

営

、

パ

ワ

ハ

ラ

防

止

法

の

施

行

な

ど

数

々

の

施

策

を

打

ち

出

し

、

働

き

方

改

革

の

刷

新

を

図

っ

て

い

ま

す

。こ

れ

ら

の

施

策

に

沿

っ

た

職

場

環

境

改

善

に

取

り

組

む

こ

と

は

、

従

業

員

の

ワ

ー

ク

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

（

働

き

が

い

や

充

実

感

）

の

向

上

や

職

場

定

着

率

の

向

上

の

み

な

ら

ず

、

人

材

獲

得

上

の

必

須

事

項

に

な

っ

て

い

ま

す

。

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

とととと

一一一一

般般般般

社社社社

会会会会

にににに

共共共共

通通通通

すすすす

るるるる

もももも

のののの

自

衛

隊

は

、

有

事

に

お

い

て

身

を

投

じ

る

こ

と

を

求

め

ら

れ

る

た

め

、

高

い

規

律

心

と

強

い

ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

に

よ

る

強

制

力

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

こ

と

が

時

と

し

て

パ

ワ

ハ

ラ

な

ど

に

繋

が

り

か

ね

な

い

危

険

性

も

は

ら

ん

で

い

ま

す

。

一

方

、

社

会

的

風

潮

は

個

人

の

多

様

性

が

尊

重

さ

れ

、

個

人

の

要

求

が

強

く

な

っ

て

き

て

い

る

こ

と

も

あ

り

、

自

衛

隊

内

の

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

案

件

が

表

面

化

し

て

い

る

よ

う

に

も

感

じ

ま

す

。

ま

た

、

自

衛

官

は

使

命

感

、

責

任

感

が

強

い

が

故

に

、

自

殺

率

が

高

い

と

も

伺

っ

て

い

ま

す

。

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

感

じ

ま

す

こ

と

は

、

個

人

の

不

安

や

悩

み

も

現

代

の

多

様

性

を

象

徴

す

る

か

の

よ

う

に

様

々

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

時

代

に

お

い

て

も

、

企

業

は

組

織

と

し

て

の

業

績

の

向

上

を

、

自

衛

隊

は

組

織

の

強

さ

を

保

つ

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

ど

ち

ら

も

、

組

織

と

し

て

個

人

の

要

求

を

認

識

し

考

慮

す

る

ば

か

り

で

は

な

く

、

個

人

の

不

安

や

悩

み

を

当

事

者

自

身

が

主

体

的

に

解

決

出

来

る

よ

う

に

支

援

す

る

こ

と

が

共

通

的

に

必

要

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。こ

の

時

代

、

個

人

の

多

様

性

を

尊

重

し

つ

つ

、

如

何

に

組

織

と

し

て

業

績

を

向

上

す

る

か

、

と

い

う

極

め

て

難

し

い

課

題

を

解

決

し

て

い

く

こ

と

が

、

日

本

社

会

全

体

に

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

時

代

性

を

強

く

感

じ

な

が

ら

、

働

く

人

を

応

援

し

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

「

個

人

の

多

様

性

の

尊

重
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東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大宮宮宮宮英英英英明明明明

副副副副会会会会長長長長
浅浅浅浅野野野野敏敏敏敏雄雄雄雄

副副副副会会会会長長長長
大大大大石石石石吉吉吉吉彦彦彦彦

副副副副会会会会長長長長
根根根根本本本本勝勝勝勝則則則則

副副副副会会会会長長長長
金金金金澤澤澤澤博博博博範範範範

副副副副会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

副副副副会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

理理理理事事事事長長長長
武武武武内内内内誠誠誠誠
一一一一

昭昭昭昭島島島島市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中野野野野義義義義弘弘弘弘

ああああききききるるるる野野野野市市市市秋秋秋秋川川川川地地地地区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会長長長長
山山山山
口口口口幸幸幸幸男男男男

ああああききききるるるる野野野野市市市市五五五五日日日日市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会
会会会会長長長長
青青青青木木木木
豊豊豊豊

板板板板橋橋橋橋区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
瀬瀬瀬瀬尾尾尾尾正正正正弘弘弘弘

江江江江戸戸戸戸川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石田田田田
健健健健

青青青青梅梅梅梅市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
清清清清

奥奥奥奥多多多多摩摩摩摩町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
青青青青木木木木
修修修修

北北北北区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小俣俣俣俣雅雅雅雅宏宏宏宏

国国国国立立立立市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佐佐佐佐伯伯伯伯
寛寛寛寛

小小小小平平平平市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
永永永永
田田田田政政政政弘弘弘弘

狛狛狛狛江江江江市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
栗栗栗栗山山山山欽欽欽欽行行行行

自自自自衛衛衛衛隊隊隊隊荒荒荒荒川川川川区区区区協協協協力力力力会会会会

会会会会長長長長
片片片片岡岡岡岡正正正正光光光光

品品品品川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
鈴鈴鈴鈴木木木木征征征征雄雄雄雄

渋渋渋渋谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
近近近近藤藤藤藤彰彰彰彰敏敏敏敏

新新新新宿宿宿宿区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大家家家家章章章章嘉嘉嘉嘉

杉杉杉杉並並並並区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

世世世世
田田田田谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島
田田田田益益益益吉吉吉吉

立立立立川川川川市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
進進進進

千千千千代代代代
田田田田
・・・・中中中中央央央央防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
柿柿柿柿﨑﨑﨑﨑裕裕裕裕治治治治

豊豊豊豊島島島島区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
吉吉吉吉村村村村辰辰辰辰明明明明

新新新新島島島島村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

副副副副会会会会長長長長
植植植植松松松松民民民民万万万万

西西西西東東東東京京京京市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

練練練練馬馬馬馬区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
上上上上野野野野博博博博
巳巳巳巳

八八八八王王王王子子子子市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
森森森森上上上上秀秀秀秀男男男男

羽羽羽羽村村村村市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
濱濱濱濱中中中中俊俊俊俊男男男男

東東東東久久久久留留留留米米米米市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大澤澤澤澤
進進進進

東東東東村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
古古古古賀賀賀賀新新新新
一一一一郎郎郎郎

東東東東大大大大和和和和市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
内内内内
直直直直樹樹樹樹

日日日日野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
梅梅梅梅
田田田田俊俊俊俊幸幸幸幸

日日日日
のののの出出出出町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
嶋嶋嶋嶋﨑﨑﨑﨑
明明明明

檜檜檜檜原原原原村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
清清清清水水水水久久久久巳巳巳巳

福福福福生生生生市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
田田田田村村村村利利利利光光光光

瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高水水水水永永永永雄雄雄雄

三三三三鷹鷹鷹鷹市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
金金金金井井井井富富富富雄雄雄雄

武武武武蔵蔵蔵蔵野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島崎崎崎崎義義義義司司司司

武武武武蔵蔵蔵蔵村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高山山山山晃晃晃晃
一一一一

目目目目黒黒黒黒区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小野野野野瀬瀬瀬瀬康康康康裕裕裕裕

東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大宮宮宮宮英英英英明明明明

副副副副会会会会長長長長
浅浅浅浅野野野野敏敏敏敏雄雄雄雄

副副副副会会会会長長長長
大大大大石石石石吉吉吉吉彦彦彦彦

副副副副会会会会長長長長
根根根根本本本本勝勝勝勝則則則則

副副副副会会会会長長長長
金金金金澤澤澤澤博博博博範範範範

副副副副会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

副副副副会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

理理理理事事事事長長長長
武武武武内内内内誠誠誠誠
一一一一

昭昭昭昭島島島島市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
中中中中野野野野義義義義弘弘弘弘

ああああききききるるるる野野野野市市市市秋秋秋秋川川川川地地地地区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会会会会会長長長長
山山山山
口口口口幸幸幸幸男男男男

ああああききききるるるる野野野野市市市市五五五五日日日日市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会
会会会会長長長長
青青青青木木木木
豊豊豊豊

板板板板橋橋橋橋区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
瀬瀬瀬瀬尾尾尾尾正正正正弘弘弘弘

江江江江戸戸戸戸川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石田田田田
健健健健

青青青青梅梅梅梅市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
清清清清

奥奥奥奥多多多多摩摩摩摩町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
青青青青木木木木
修修修修

北北北北区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小俣俣俣俣雅雅雅雅宏宏宏宏

国国国国立立立立市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
佐佐佐佐伯伯伯伯
寛寛寛寛

小小小小平平平平市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
永永永永
田田田田政政政政弘弘弘弘

狛狛狛狛江江江江市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
栗栗栗栗山山山山欽欽欽欽行行行行

自自自自衛衛衛衛隊隊隊隊荒荒荒荒川川川川区区区区協協協協力力力力会会会会

会会会会長長長長
片片片片岡岡岡岡正正正正光光光光

品品品品川川川川区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
鈴鈴鈴鈴木木木木征征征征雄雄雄雄

渋渋渋渋谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
近近近近藤藤藤藤彰彰彰彰敏敏敏敏

新新新新宿宿宿宿区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大家家家家章章章章嘉嘉嘉嘉

杉杉杉杉並並並並区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
川川川川元元元元賢賢賢賢
一一一一郎郎郎郎

世世世世
田田田田谷谷谷谷区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島
田田田田益益益益吉吉吉吉

立立立立川川川川市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
石石石石川川川川
進進進進

千千千千代代代代
田田田田
・・・・中中中中央央央央防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
柿柿柿柿﨑﨑﨑﨑裕裕裕裕治治治治

豊豊豊豊島島島島区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
吉吉吉吉村村村村辰辰辰辰明明明明

新新新新島島島島村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

副副副副会会会会長長長長
植植植植松松松松民民民民万万万万

西西西西東東東東京京京京市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
山山山山
田田田田忠忠忠忠昭昭昭昭

練練練練馬馬馬馬区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
上上上上野野野野博博博博
巳巳巳巳

八八八八王王王王子子子子市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
森森森森上上上上秀秀秀秀男男男男

羽羽羽羽村村村村市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
濱濱濱濱中中中中俊俊俊俊男男男男

東東東東久久久久留留留留米米米米市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大澤澤澤澤
進進進進

東東東東村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
古古古古賀賀賀賀新新新新
一一一一郎郎郎郎

東東東東大大大大和和和和市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
内内内内
直直直直樹樹樹樹

日日日日野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
梅梅梅梅
田田田田俊俊俊俊幸幸幸幸

日日日日
のののの出出出出町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
嶋嶋嶋嶋﨑﨑﨑﨑
明明明明

檜檜檜檜原原原原村村村村防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
清清清清水水水水久久久久巳巳巳巳

福福福福生生生生市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
田田田田村村村村利利利利光光光光

瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高水水水水永永永永雄雄雄雄
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最

も

遅

く

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

市

区

町

村

防

衛

協

会

の

中

で

は

30

番

目

の

発

足

で

す

。

事

業

年

度

・

会

計

年

度

は

共

に

設

立

の

月

に

合

わ

せ

、

通

常

の

年

度

と

異

な

り

10

月

１

日

か

ら

翌

年

の

９

月

30

日

迄

を

１

年

間

と

し

て

会

務

を

執

行

し

て

い

ま

す

。

協

会

の

事

業

活

動

は

、

日

の

出

町

が

実

施

す

る

総

合

防

災

訓

練

等

の

事

業

に

積

極

的

に

参

加

す

る

と

共

に

、

自

衛

隊

の

協

力

を

得

て

自

衛

隊

及

び

防

衛

協

会

の

Ｐ

Ｒ

活

動

の

他

、

協

会

独

自

の

企

画

と

し

て

年

１

回

の

「

バ

ス

で

行

く

自

衛

隊

施

設

見

学

研

修

会

」

を

発

足

以

来

続

け

て

実

施

し

て

お

り

ま

し

た

が

、

こ

こ

数

年

は

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

で

協

会

と

し

て

の

活

動

を

自

粛

す

る

等

、

大

変

厳

し

い

会

務

運

営

を

強

い

ら

れ

て

ま

す

。

令

和

５

年

度

の

東

京

都

防

衛

協

会

で

は

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

前

の

よ

う

に

全

て

の

イ

ベ

ン

ト

を

行

う

総

会

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

当

協

会

で

も

コ

ロ

ナ

以

前

の

協

会

活

動

が

出

来

る

よ

う

積

極

的

な

会

務

運

営

に

取

組

み

ま

す

の

で

、

会

員

の

皆

様

の

ご

協

力

を

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

会

長

嶋

﨑

明

第

１

師

団

（

師

団

長

兒

玉

恭

幸

陸

将

）

隷

下

の

第

34

普

通

科

連

隊

は

３

月

25

日

、

硫

黄

島

（

東

京

都

小

笠

原

村

）

に

お

い

て

日

米

硫

黄

島

戦

没

者

合

同

慰

霊

追

悼

顕

彰

式

に

旗

衛

隊

と

し

て

参

加

し

た

。

大

東

亜

戦

争

末

期

の

激

戦

地

・

硫

黄

島

に

お

け

る

日

米

両

国

の

散

華

さ

れ

た

英

霊

を

慰

霊

し

、

日

米

の

友

好

と

恒

久

平

和

を

祈

念

す

る

た

め

、

日

米

再

開

記

念

碑

前

に

て

、

平

尾

１

尉

以

下

３

人

の

旗

衛

隊

は

、

先

人

へ

の

哀

悼

の

意

を

胸

に

参

列

し

、

国

難

に

命

を

捧

げ

た

日

米

両

国

の

戦

没

者

の

冥

福

を

祈

っ

た

。

師

団

は

５

月

13

日

、

東

京

消

防

庁

第

８

消

防

方

面

訓

練

場

（

東

京

都

立

川

市

）

に

お

い

て

、

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

、

第

１

後

方

支

援

連

隊

、

第

１

飛

行

隊

、

中

央

特

殊

防

護

隊

及

び

第

１

２

６

地

区

警

務

隊

と

東

京

消

防

庁

の

Ｎ

Ｂ

Ｃ

専

門

部

隊

と

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

事

態

発

生

時

の

対

処

に

係

る

合

同

訓

練

を

実

施

し

た

。

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

事

態

と

は

Ｃ

（

化

学

）

・

Ｂ

（

生

物

）

・

Ｒ

（

放

射

性

物

質

）

・

Ｎ

（

核

）

の

英

語

の

頭

文

字

を

取

っ

た

も

の

で

、

こ

れ

ら

に

よ

っ

て

発

生

し

た

事

態

の

こ

と

を

意

味

し

、

今

回

の

訓

練

は

テ

ロ

攻

撃

に

伴

う

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

事

態

の

中

で

も

特

に

、

Ｃ

Ｂ

（

化

学

・

生

物

）

攻

撃

及

び

Ｃ

Ｒ

（

化

学

・

放

射

性

物

質

）

攻

撃

が

同

時

・

多

発

的

に

公

共

交

通

機

関

車

内

及

び

駅

構

内

に

発

生

し

た

こ

と

を

想

定

し

行

わ

れ

た

。

訓

練

で

は

１

特

防

が

汚

染

地

域

の

偵

察

を

、

警

務

隊

が

危

険

区

域

の

立

ち

入

り

制

限

を

、

東

京

消

防

庁

の

Ｎ

Ｂ

Ｃ

専

門

部

隊

と

１

特

防

が

連

携

し

て

負

傷

者

の

搬

送

・

除

染

、

汚

染

地

域

の

除

染

活

動

を

行

っ

た

。

同

時

に

衛

生

隊

は

、

負

傷

者

の

救

急

処

置

及

び

医

療

機

関

へ

の

後

送

を

行

い

、

１

飛

隊

は

ヘ

リ

に

よ

り

採

取

さ

れ

た

サ

ン

プ

ル

を

研

究

機

関

に

緊

急

空

輸

を

実

施

し

た

。

本

訓

練

を

通

じ

事

案

発

生

時

の

一

連

の

対

応

手

順

を

実

動

に

よ

り

、

相

互

確

認

し

連

携

の

深

化

と

運

用

の

実

効

性

の

向

上

を

図

っ

た

。
第

１

普

通

科

連

隊

は

４

月

23

日

、

日

本

武

道

館

で

行

わ

れ

た

第

67

回

全

日

本

銃

剣

道

優

勝

大

会

に

参

加

し

、

防

衛

省

第

１

部

（

５

名

１

組

の

61

コ

チ

ー

ム

の

団

体

戦

）

に

お

い

て

準

優

勝

の

成

績

を

収

め

た

。

１

普

連

は

第

61

回

大

会

で

優

勝

以

来

、

第

62

回

、

63

回

、

コ

ロ

ナ

に

よ

る

中

断

を

入

賞

は

さ

ん

で

第

66

回

大

会

と

３

大

会

連

続

で

上

位

入

賞

を

逃

し

て

き

た

。

本

大

会

４

回

戦

で

前

回

大

会

３

位

の

40

普

連

（

小

倉

）

、

準

決

勝

戦

で

は

同

じ

く

準

優

勝

の

16

普

連

（

大

村

）

を

倒

し

て

勝

ち

進

み

、

決

勝

戦

は

２

連

覇

を

狙

う

普

教

連

に

力

戦

奮

闘

す

る

も

力

及

ば

ず

準

優

勝

の

成

果

を

獲

得

し

た

。

（

第

１

師

団

広

報

班

）

第

１

師

団

（

師

団

長

兒

玉

恭

幸

陸

将

）

隷

下

の

第

34

普

通

科

連

隊

は

３

月

25

日

、

硫

黄

島

（

東

京

都

小

笠

原

村

）

に

お

い

て

日

米

硫

黄

島

戦

没

者

合

同

慰

霊

追

悼

顕

彰

式

に

旗

衛

隊

と

し

て

参

加

し

た

。

大

東

亜

戦

争

末

期

の

激

戦

地

・

硫

黄

島

に

お

け

る

日

米

両

国

の

散

華

さ

れ

た

英

霊

を

慰

霊

し

、

日

米

の

友

好

と

恒

久

平

和

を

祈

念

す

る

た

め

、

日

米

再

開

記

念

碑

前

に

て

、

平

尾

１

尉

以

下

３

人

の

旗

衛

隊

は

、

先

人

へ

の

哀

悼

の

意

を

胸

に

参

列

し

、

国

難

に

命

を

捧

げ

た

日

米

両

国

の

戦

没

者

の

冥

福

を

祈

っ

た

。

師

団

は

５

月

13

日

、

東

京

消

防

庁

第

８

消

防

方

面

訓

練

場

（

東

京

都

立

川

市

）

に

お

い

て

、

第

１

特

殊

武

器

防

護

隊

、

第

１

後

方

支

援

連

隊

、

第

１

飛

行

隊

、

中

央

特

殊

防

護

隊

及

び

第

１

２

６

地

区

警

務

隊

と

東

京

消

防

庁

の

Ｎ

Ｂ

Ｃ

専

門

部

隊

と

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

事

態

発

生

時

の

対

処

に

係

る

合

同

訓

練

を

実

施

し

た

。

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

事

態

と

は

Ｃ

（

化

学

）

・

Ｂ

（

生

物

）

・

Ｒ

（

放

射

性

物

質

）

・

Ｎ

（

核

）

の

英

語

の

頭

文

字

を

取

っ

た

も

の

で

、

こ

れ

ら

に

よ

っ

て

発

生

し

た

事

態

の

こ

と

を

意

味

し

、

今

回

の

訓

練

は

テ

ロ

攻

撃

に

伴

う

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

事

態

の

中

で

も

特

に

、

Ｃ

Ｂ

（

化

学

・

生

物

）

攻

撃

及

び

Ｃ

Ｒ

（

化

学

・

放

射

性

物

質

）

攻

撃

が

同

時

・

多

発

的

に

公

共

交

通

機

関

車

内

及

び

駅

構

内

に

発

生

し

た

こ

と

を

想

定

し

行

わ

れ

た

。

訓

練

で

は

１

特

防

が

汚

染

地

域

の

偵

察

を

、

警

務

隊

が

危

険

区

域

の

立

ち

入

り

制

限

を

、

東

京

消

防

庁

の

Ｎ

Ｂ

Ｃ

専

門

部

隊

と

１

特

防

が

連

携

し

て

負

傷

者

の

搬

送

・

除

染

、

汚

染

地

域

の

除

染

活

動

を

行

っ

た

。

同

時

に

衛

生

隊

は

、

負

傷

者

の

救

急

処

置

及

び

医

療

機

関

へ

の

後

送

を

行

い

、

１

飛

隊

は

ヘ

リ

に

よ

り

採

取

さ

れ

た

サ

ン

プ

ル

を

研

究

機

関

に

緊

急

空

輸

を

実

施

し

た

。

本

訓

練

を

通

じ

事

案

発

生

時

の

一

連

の

対

応

手

順

を

実

動

に

よ

り

、

相

互

確

認

し

連

携

の

深

化

と

運

用

の

実

効

性

の

向

上

を

図

っ

た

。
第

１

普

通

科

連

隊

は

４

月

23

日

、

日

本

武

道

館

で

行

わ

れ

た

第

67

回

全

日

本

銃

剣

道

優

勝

大

会

に

参

加

し

、

防

衛

省

第

１

部

（

５

名

１

組

の

61

コ

チ

ー

ム

の

団

体

戦

）

に

お

い

て

準

優

勝

の

成

績

を

収

め

た

。

１

普

連

は

第

61

回

大

会

で

優

勝

以

来

、

第

62

回

、

63

回

、

コ

ロ

ナ

に

よ

る

中

断

を

入

賞

は

さ

ん

で

第

66

回

大

会

と

３

大

会

連

続

で

上

位

入

賞

を

逃

し

て

き

た

。

本

大

会

４

回

戦

で

前

回

大

会

３

位

の

40

普

連

（

小

倉

）

、

準

決

勝

戦

で

は

同

じ

く

準

優

勝

の

16

普

連

（

大

村

）

を

倒

し

て

勝

ち

進

み

、

決

勝

戦

は

２

連

覇

を

狙

う

普

教

連

に

力

戦

奮

闘

す

る

も

力

及

ば

ず

準

優

勝

の

成

果

を

獲

得

し

た

。

（

第

１

師

団

広

報

班

）

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

山

下

陸

将

補

）

は

４

月

13

日

、

年

度

の

開

始

に

あ

た

り

、

任

務

完

遂

の

気

構

え

及

び

一

体

感

を

醸

成

す

る

と

と

も

に

、

各

種

目

標

達

成

と

東

京

地

本

の

飛

躍

を

期

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

「

出

陣

式

」

を

実

施

し

た

。

先

ず

「

達

磨

の

目

入

れ

」

で

は

、

令

和

４

年

度

、

東

京

地

本

を

見

守

っ

て

く

れ

た

大

き

な

達

磨

に

１

年

間

の

感

謝

を

込

め

て

本

部

長

が

目

入

れ

を

行

っ

た

。

続

い

て

今

年

度

の

新

た

な

達

磨

に

は

各

課

室

長

、

各

地

区

隊

長

、

最

先

任

、

副

本

部

長

、

来

賓

、

本

部

長

が

一

筆

ず

つ

目

入

れ

を

実

施

し

左

目

を

完

成

さ

せ

た

。

本

部

長

訓

示

で

は

「

新

年

度

の

達

磨

に

は

、

東

京

地

本

と

し

て

の

『

原

点

回

帰

』

と

『

誇

り

と

絆

』

を

祈

願

し

、

背

中

に

は

兎

年

に

あ

や

か

り

『

飛

躍

』

を

し

た

た

め

た

。

引

き

続

き

東

京

地

本

隊

員

一

丸

と

な

っ

て

新

年

度

へ

向

け

て

総

力

を

結

集

し

て

行

こ

う

」

と

述

べ

た

。

ま

た

、

来

賓

を

代

表

し

て

東

京

地

本

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

会

長

か

ら

ご

祝

辞

を

賜

る

と

と

も

に

、

各

課

室

の

代

表

者

が

新

年

度

に

向

け

て

の

初

心

表

明

を

行

っ

た

。

締

め

を

飾

る

「

鬨

の

声

」

で

は

自

ら

立

候

補

し

た

新

小

岩

募

集

案

内

所

森
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陸

曹

が

「

本

部
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指

揮

の

元

、

所

属

隊

員

の
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を
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を
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述
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も
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自

衛

隊
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京

地

方
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力

本

部

は

５

月

20

日

及

び

21

日

、

江

東

区

に

所

在

す

る

東

京

国

際

ク

ル

ー

ズ

タ

ー

ミ

ナ

ル

に

お

い

て

開

催

さ

れ

た

「

第

74

回

東

京

み

な

と

祭

」

へ

参

加

し

試

験

艦

「

あ

す

か

」

（

艦

長

渡

邊

秀

幸

２

海

佐

）

の

一

般

公

開

と

連

携

し

て

広

報

ブ

ー

ス

を

出

展

し

た

。

本

イ

ベ

ン

ト

は

東

京

港

が

国

際

貿

易

港

と

し

て

開

港

し

た

こ

と

を

記

念

し

て

行

わ

れ

て

い

る

イ

ベ

ン

ト

で

、

今

回

は

２

日

間

で

、

約

２

万

５

千

人

が

訪

れ

た

。

「

あ

す

か

」

の

一

般

公

開

に

は

両

日

と

も

長

蛇

の

列

が

で

き

、

約

６

千

名

が

乗

艦

す

る

な

ど

大

人

気

で

、

乗

艦

者

は

普

段

見

る

こ

と

が

出

来

な

い

甲

板

の

様

子

や

、

乗

員

に

よ

る

「

ラ

ッ

パ

」

の

吹

奏

な

ど

を

見

て

大

い

に

楽

し

ん

で

い

る

よ

う

だ

っ

た

。
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京

地

本

は

「

あ

す

か

」

が

公

開

さ

れ

て

い

る
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壁

と

、

タ

ー

ミ

ナ

ル

内

の

２

カ

所

に

広

報

ブ

ー

ス

を

設

置

し

て

広

報

活

動

を

実

施

し

た

。

岸

壁

で

は

自

衛

隊

に

関

す

る

ア

ン

ケ

ー

ト

や

制

服

の

試

着

等

を

行

い

、

子

供

達

が

ミ

ニ

制

服

を

着

て

記

念

撮

影

を

す

る

な

ど

賑

わ

い

を

み

せ

た

。

タ

ー

ミ

ナ

ル

内

で

は

ア

ン

ケ

ー

ト

抽

選

会

と

Ｖ

Ｒ

体

験

を

行

い

抽

選

券

を

握

り

し

め

た

家

族

連

れ

な

ど

多

数

の

来

場

者

が

訪

れ

抽

選

結

果

に

一

喜

一

憂

し

た

り

Ｖ

Ｒ

の

動

画

を

見

て

親

子

で

盛

り

上

が

っ

た

り

と

大

盛

況

だ

っ

た

。
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京

地

本
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、

今

後

も
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衛
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の

理

解

を

深

め

る
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く

、

魅

力

あ

る

広

報

活

動

を

実
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し

て

い

く

と

し

て

い

る

。
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